
「竹の内産廃総合対策検討委員会開催にのぞむ住民の考え方について」への県の考え方 
 
１ 現状認識について 
区  分 項      目 基本的な考え方 備  考 

①処分場敷地周辺に投棄し

た不法産廃物処分量を確

定すること 
 
 

○検討委員会で承認された調査方法を踏まえ、

処分場内のものも含めて埋立廃棄物の総量

を把握する。 

 

②埋設の予定深度超過によ

る産廃物超過量を確定す

ること 
 
 

○検討委員会で承認された調査方法を踏まえ、

処分場敷地周辺のものも含めて埋立廃棄物

の総量を把握する。 

 

（１） 
産業廃棄

物総量の

認識 

③違法廃棄物について、ボー

リング調査の結果から検

証すること 
 
 

○検討委員会で承認された調査方法を踏まえ、

有害物質の量と分布状況を把握する。 
 

①硫化水素をはじめとする

ガスが依然として発生し、

大気を汚染していること 
 
 
 
 

○硫化水素などのガスは低濃度で発生してい

るものと考えているが、最終的な評価は総合

対策検討委員会に委ねる。 
○モニタリングを継続するとともに検討委員

会で必要とされた調査を実施する。 
○過去の調査データを整理し、発生状況に関す

る情報を解りやすく提供する。 

 

②有害物質により汚染され

た浸出水が処理されない

まま用水路や川に流され

ていること 
 
 

○定期的な排水検査の結果からは基準を超え

た汚水の流出は確認されていないが、最終的

な評価は総合対策検討委員会に委ねる。 
○水質検査を継続する 
○検討委員会で必要とされた調査を実施する。 

 

（２） 
公害と環

境汚染の

現状 

③町道や農道が冠水し通行

障害が生じていること 
 
 
 
 

○公共用水路や道路の管理者である村田町と

も連携しながら改善を進める。 
○具体的な対策としては、処分場周辺の排水が

流入する荒川及び岩渕堰の改修を予定して

おり、平成１７年度から調査設計に着手す

る。 

 

①目、鼻、喉の痛みや咳、く

しゃみ、風邪を訴える人が

多い。 
 
 
 

○これまで実施してきた健康相談会において 
住民の方々から目及び咽喉頭・呼吸器に関す

る症状が訴えられており、今後とも必要な健

康対策を講ずることとしたい。       

 （３） 
健康被害

の現状 

②微弱濃度であっても長期

的な暴露により健康被害

を与えること。 
 
 
 

○低濃度の慢性曝露の人体への影響について

は、専門家の意見を踏まえながら対応した

い。 

 

 



２ 解決のための到達目標 
区  分 項      目 基本的な考え方 備  考 

①不法投棄廃棄物の撤去 
・処分場周辺に投棄された廃

棄物を対象とする。 
 
 
 

○検討委員会の検討結果を踏まえ、許可容量を

超える廃棄物の取り扱いの問題も含めて判

断する。 

 

②許可容量超過埋立物の撤

去          
・深度５ｍを超えて埋設され

た産廃物を対象とする。 
 
 

○検討委員会の検討結果を踏まえ、処分場周辺

に投棄された廃棄物の取り扱いの問題も含

めて判断する。 

 

（１） 
処分廃棄

物の再処

分 

③安定５品目以外の不法廃

棄物の撤去 
・選別撤去が不可能であれ

ば、全量撤去とせざるを得

ない。 
 

○検討委員会の検討結果を踏まえ、許可容量を

超える廃棄物の取り扱い等の問題も含めて

判断する。 

 

①ガスの除去に向けた、しか

るべき恒久対策 
 
 
 
 

○検討委員会の検討結果を踏まえ、必要に応じ

対策を実施する。 
 

②水質汚濁防止に向けた、し

かるべき恒久対策 
 
 
 
 

○検討委員会の検討結果を踏まえ、必要に応じ

対策を実施する。 
 

（２） 
公害除去

のための

恒久対策 

③焼却炉の無害化対策と撤

去 
 
 
 

○ダイオキシンの汚染範囲を特定するための

調査を行う。 
○調査終了後、汚染土壌は速やかに撤去する。 
○焼却炉付着物質中の成分を特定する。（詳細

分析中） 
 

 

①一定期間固定の避難住宅

設置 
 
 
 
 

○避難住宅の運営方式をできるだけ住民の

方々の要望に沿ったものに見直す。 
 （３） 

健康被害

防止対策 

②産廃公害特定病院の指定 
・専門医師が随時健康相談に

あたること 
 
 
 

○健康相談等の実施に当たっては、検討委員会

の場などを通じ、住民の方々の要望を踏まえ

必要な対策を実施する。 

 

 






